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“４密”卒業式 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まさたかくんとは、私の父の名前です。 

８１歳の誕生日ケーキ。なぜ「卒業おめでとう」になっているの？ 

 

５月１２日、父はこの世を無事に“卒業”いたしました。 

その卒業式は、自宅で数日間かけて、家族だけでの＜密葬＞。 

ゆっくりと穏やかに執り行いました。 

 

密着＋密接＋密閉＋密葬＝４密。 

＜４密卒業式＞は、見送られるほうも、見送るほうにも深い感動と 

想い出を残してくれました。 

 

－１－ 



火曜日の死去から３日後。 

金曜日の次男の帰省を待って 

自宅から出棺、火葬。 

荼毘に伏しました。 

 

火曜日の夜～金曜日の昼まで 

ドライアイスは使わずに安置。 

 

連夜、父を取り囲んで、家族で会食。 

いろいろと想い出を語り合いました。 

 

太田東西かわら版３月号に、私が＜看取り士＞の資格を取得した経緯を記しま

した。その看取り士“初仕事”は、＜父親＞でした。 

 

父は薬剤師としての息子だけではなく、きっと看取り士の息子にも世話になり

たかったので、卒業をこの日まで待っていたのだと思います。 

 

 

父は 4 年前に余命半年の宣告を受けました。 

6５歳で大腸がん（ステージ３）の手術。その後の入退院は通算 10 回。 

「もはやこれまで」も何度もありました。 

 

しかし、私の母の献身的な看病・介護と、息子の漢方処方、嫁のテルミーで 

医学の常識をくつがえし、数々のＶ字復活！！ 

余命半年は、いつしか 3 年半になっていました。 

 

在宅介護になり、それも数ヶ月と思っていましたが、気づけば 3 年。 

奇跡的存命は喜ばしいことですが、いわゆる老々介護で、身を粉にして 

寄り添っている母にも限界が見えていました。 

 

 

今年に入り、明らかに「卒業が近い」と感じました。 

「延命」から「看取り」に移行するタイミングです。 

 

それは薬剤師から看取り士になるタイミングであり、同時に父との死別を 

覚悟・受容する時でもありました。 

 

4 月下旬。投薬・点滴すべての治療を、私が在宅医に断わりました。 

父の命の責任を私が持ったということです。 
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亡くなる 2 日前と前日の看取り。 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“密着”“密接”に寄り添って、体に触れて、声をかけてあげました。 

 

「大丈夫だよ、安心してね、よく頑張ったね、ありがとう」 

 

紙面ではお伝え出来ませんが、父の好きだった音楽をかけています。 

人は最期まで、耳は聞こえています。 

 

難聴でも？ はい、肌で魂で聞いています。 

その事実を父は身を持って私に経験させてくれました。 

 

 

このピンク色の服（氣～シャツ）にも意味があります。 

看取りは決して、悲劇ではありません。 

 

看取られる相手に、「安心感」を与える色を着る。もはや目は開かない、見え

なくても、“場の空気”でその温かさ・明るさは伝わるものです。 
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これは亡くなった翌日の模様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お経が上がった後、父のそばにケーキを置いて 

＜ＨＡＰＰＹ ＤＥＡＴＨＤＡＹ ＤＥＡＲ まさたかく～～ん♪＞ 

合掌しながら合唱して（笑）、この世の卒業を称えました。 

 

 

卒業式３日目最終日、次男が到着して、家族全員揃っての最後の看取り。 

 

私の左太ももに父の頭を乗せて 

父の手に、みんなの手を重ねて 

 

一人一人、父との想い出を語り 

 

「ありがとう」 
 

たくさんたくさん 

感謝の言葉をかけてあげました。 

 

看取りとは「死の瞬間まで」を言うのではありません。 

亡くなった後も、それは続く。看取りは＜命のバトンリレー＞です。 

 

 

葬儀の価値観は様々あっていいと思います。ご家族が納得される形式で。 

我が家は“4 密”を選択しました。自宅で家族だけで見送りました。 

 

結果・・・後悔や悲嘆などなく、達成感と満足感で過ごせています。 

きっと、まさたかくんも！(^o^)／  
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